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はじめに ～アンケート調査概要

2020年度以降、新型コロナウイルス感染拡大に起因する渡航制限により、
全国の高等学校は海外への研修旅行や留学、進学の計画の中止・変更を余儀なくされました。
現在、一部の国では留学生の受け入れを再開し、国内でもワクチン接種が広まり、徐々に渡航再開の
兆しが見え始めています。

本調査では、各学校の海外進学指導の取り組み状況、海外進学への意識を把握することを目的とし、
調査結果を報告いたします。

【調査概要】

・調査テーマ：全国の高等学校における海外進学に関する意識調査

・調査対象：全国の高等学校
・調査期間：2022年4月～5月
・調査方法：FAX
・回答数：206校
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回答校・属性

私立

公立
導入済み

導入済み

85

41%

39

19%

40

19%

43

21%

600人以下

600人〜800人

800人〜1000人

1000人以上



4

現状の生徒の進路

私立
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導入済み

導入済み
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12%
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70%
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18% 毎年2,3人は海外進

学者が出ている

基本的に日本の大学

に進学している

その他



5国際関連の担当の先生の職務範囲
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6海外進学希望者への対応

私立

公立
導入済み

導入済み

6%

17%

16%

7%

35%

19%

専門の部署が対応している

海外進学に詳しい先生が個別で対

応している

進路指導の先生と協力して対応し

ている

学校と連携している業者に繋いで

いる

生徒自ら留学エージェントに相談し

ている

その他

学校内部の専門部署での対応を行える学校はごくわずか。

知識のある先生が個別で対応しているほか、

外部の留学エージェントの力を借りていることも多い。
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生徒への海外進学指導の位置づけ

私立

公立
導入済み

導入済み

4, 2%

119, 57%

12, 6%

50, 24%

7, 3%

16, 8% 日本の大学進学と同じくらい力

を入れてやるべきだ

海外進学も進路選択の1つとし

て提示するべきだ

日本の大学進学に注力すべき

だ

海外進学は希望者が個別で対

応するべきだ

学校の実績として海外進学は必

要だ

その他

約6割の先生が、海外進学を進路選択の１つとして提示すべきだと回答



8海外進学に関するイベント
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導入済み

導入済み

海外進学に関するイベントを実際に行っている学校は少数、

かつ積極的に増やしたいと考えていない？
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今後の学校としての海外進学者に対する意向

私立
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導入済み
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22
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海外大学進学者を増やしてい
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日本の大学に進学して欲しい
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10海外進学者創出の優先順位が変動する要因
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国際関係の先生の業務優先順位TOP3 につ い て

授業の準備 国内の入試対策 国内の進路指導

国際関連の先生は、
国際担当というだけでなく
英語科や教科担当と兼任し
ている先生が多いため、
授業準備が多くの割合を占
めた。

やはり、現状の大学進学は
「国内」が主流であることを
データとして物語っているこ
とが分かる。

国内の大学でも、先生たちは
全ての大学を把握しているわ
けではない。その状態で海外
大学の進路指導に手を伸ば
すにはなかなか難しい。



12海外進学という選択肢が日本で広まらない要因
(先生の課題 )
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海外の⼊学制度について知らない

海外進学の奨学⾦について知らない

海外進学の具体的な流れについてしらない

海外の治安について知らない

各国の教育制度を知らない

外部業者をうまく使えていない

海外進学を教育できるほど知識がない

⽇本国内の⼊学実績の⽅が需要がある

海外進学について学ぶ時間がない

その他



13海外進学という選択肢が日本で広まらない要因
(生徒 ・保護者の課題 )
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その他



14

本調査のまとめ

手ごたえ

・現状、大学進学では国内が主流で海外進学はまだまだ希少。
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図書印刷だから出来ること

０１ ０２ ０３

海外進学者創出のための情報提供や制度作成のサポートを行っております。
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